
 

  

模
擬
選
挙 

御
前
山
中
学
校 

三
年 

小
野
梨
々
花 

 

私
は
模
擬
選
挙
の
授
業
を
受
け
て
、

選
挙
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
小
瀬
高
生
の
方
々
が
個
性

あ
ふ
れ
る
演
説
を
行
っ
て
い
て
、
聞
い

て
い
て
と
て

も
楽
し
か
っ

た
で
す
。 

十
八
歳
に

な
っ
た
ら
私

た
ち
も
投
票

す
る
こ
と
に

な
る
の
で
、

選
挙
の
模
擬

体
験
は
よ
い

経
験
と
な
り

ま
し
た
。 

交
流
事
業

御
前
山
中
学
校 

二
年 

皆
川 

生 

 

十
一
月
二
十
七
日
に
、
小
瀬
高
生
と

先
生
方
が
、
交
流
授
業
に
来
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
小
瀬
高
校
に
は
三
つ
の
コ

ー
ス
が
あ
る
こ
と
や
、
社
会
で
必
要
な

人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
事
が
分

か
り
ま
し

た
。
小
瀬
高

校
に
つ
い
て

改
め
て
知
る

こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た

で
す
。 

 

落
語
講
座 

御
前
山
中
学
校 

一
年 

吉
田 

朱
里 

 

私
は
初
め
て
落
語
を
間
近
で
見
ま
し

た
。
ま
た
、
代
表
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
に

上
が
り
発
表
す
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

緊
張
し
て
、
出
さ
れ
た
お
題
に
対
し
て

答
え
る
の
に
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
し

た
が
、
皆
が

笑
っ
て
く
れ

て
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、

落
語
家
さ
ん

に
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
え

て
、
と
て
も

よ
い
経
験
に

な
り
ま
し

た
。 

学
び
の
広
場 

明
峰
中
学
校 

一
年 

沢
田
心
優 

 

夏
休
み
の
学
び
の
広
場
で
小
瀬
高
校

生
が
中
学
校
に
来
て
、
数
学
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
優
し

く
教
え
て
く
れ
た
の
で
分
か
り
や
す
か

っ
た
で
す
。
私

は
初
め
て
の

学
び
の
広
場

で
不
安
で
し

た
が
、
前
よ
り

も
理
解
で
き

た
の
で
よ
か

っ
た
で
す
。 

 

高
校
体
験 

明
峰
中
学
校 

三
年 

高
澤
亮
太 

 
 

理
科
の
授
業
を
受
け
て
、
最
初
は
緊
張

気
味
で
し
た
が
、
授
業
の
内
容
や
先
生
が

と
て
も
面
白
く
て
楽
し
く
参
加
で
き
ま

し
た
。 

 

野
球
部
の
部
活
動
体
験
で
は
先
輩
方

が
真
摯
に
取
り
組
む
姿
や
雰
囲
気
の
良

さ
を
目
に
し
て
、
私
も
真
剣
に
部
活
動
を

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ふ
れ
あ
い
花
壇 

明
峰
中
学
校 

二
年 

岩
間
蒼
生 

 

僕
た
ち
整
備
委
員
会
は
二
学
期
に
小

瀬
高
生
と
一
緒
に
ふ
れ
あ
い
花
壇
の
苗

植
え
を
し
ま
し
た
。 

 
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
高
校
生
に
聞

き
な
が
ら
行
い
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ふ
れ
あ
い
花

壇
が
引
き
継
が
れ
て
い
け
ば
い
い
と
思

い
ま
し
た
。 

高
校
生
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

 

小
瀬
高
校 

一
年 

野
上
純
杜 

こ
う
い
う
中
学
生
と
ふ
れ
あ
え

る
こ
と
は
と
て
も
大
事
だ
と
思
う

の
で
こ
れ
か
ら
仲
良
く
交
流
し
て

い
き
た
い
で
す
。 

 

小
瀬
高
校 

二
年 

廣
木
裕
哉 

最
初
は
花
壇
の
中
に
入
る
か

迷
い
ま
し
た
が
入
っ
た
ら
楽
し

か
っ
た
で
す
。
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
花

壇
を
見
て
下
さ
い
。 
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高
校
生
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

パ
ン
ジ
ー
花
言
葉 

黄･
･
･

つ
つ
ま
し
い

幸
せ
、
田
舎

の
喜
び 

白･･･

温
順 

紫･･･

思
慮
深
い 

ア
プ
リ
コ
ッ
ト･

･
･

天
真
爛
漫 



次年度の目標 

２年２組 小野瀨萌 

 生徒会長としては、これか

らの生活のなかでより多く

の生徒と関わり、一人一人が

もつ意見を自分から聞いて

いくことが目標です。 

 学年の壁を感じることな

く、みんなが等しく意見を出

し合える学校にしたいです。 

スキー共同生活学習 １年２組 古室 彩那 

 今回のスキー共同生活学習は、中学校ぶりで上手く滑ることができるか心配でし

たが、班のみんなやインストラクターの先生方のおかげで楽しく滑ることができま

した。民宿では、おいしいご飯を食べたり除雪ボランティアをしたりして充実した

三日間を過ごすことができました。 

 

マラソン大会について ３年１組 檜山 百音 

 ３年最後のマラソン大会では、悔いのないよう走ることができました。そして、クラス

全員が諦めることなく走りきったことが何より嬉しかったです。個人順位では、誰一人入

賞することができませんでしたが、全体の時間で３位に入賞することができました。誰も

入賞できるとは思っていなかったため、とても驚きました。 

 

ものづくり体験について ２年１組 小室 柚奈 

私は日立産業技術専門学院へ行き、普段の学校生活ではできないようなこ

とを体験することができました。「ものづくり＝手作りで時間がかかる」と

思っていましたが、技術の高さに驚きました。体験では「金属加工科」と

「機械加工科」に分かれました。金属加工科では、電流で金属をつなぎ合わ

せてスマホスタンドを作り、機械加工科では、最新の機械を使って真ちゅう

を削り、文鎮を作り出す様子を見学しました。 

体験のなかで私が最も印象に残っている作業は、溶接です。溶接は、部品

と部品をつなげる際に用いる加工技術のひとつです。加工中は光に包まれた部分がほとんど見えないにもかかわら

ず、感覚だけでつなぎ合わせることができると聞いて、とても驚きました。私は現在進路で迷っていますが、今回

の体験で将来の選択肢が広がったと思いました。 

 

進路懇談会について ３年２組 綱川 光樹                    

進路懇談会は２年生にとって進路決定に関わる大切な行事です。だからこそ

とても緊張したのですが、２年生の役に立てればと思い、自分が進路実現のた

めに行った取り組みについて話をしました。 

私が就職するにあたって特に力を入れたことは、面接練習と放課後に行った

ＳＰＩ対策です。面接練習は、多くの先生と行いました。先生が変われば聞か

れることも変わるので、とても練習になりました。学年の違う先生でも積極的

にアポイントメントを取り、面接練習をお願いしました。ＳＰＩ対策では、同

じ問題でも何度も繰り返し解くことで、分かったつもりにならないようにしました。進路実現のためには、この２

つがとても大切になっていきます。皆さんも早めに対策を始めて、進路実現に向けて頑張ってください。 

 

  

   

                           

１年２組 安藤 大翔 

入学当初、自分は高校でやっていけるか、友達

とうまくやっていけるかなど様々な不安があった

のですが、段々とその不安はなくなっていきまし

た。また、小瀬高校は枝物体験や落語講座など、

行事がとても多く、そのどれもが自分にとってた

めになりました。 
１年１組 大久保 駿 

 小瀬高校に入学して、考え、実行する力が伸びてき

ました。後期にあった高望祭では、HR会長として売る

商品を決めたり予算以内におさまるか計算したりと、

中学校では経験したことのないことを多く経験する

ことができました。しかし、それらを成功させられた

のは友達の協力があったからこそだと思います。高望

祭は卒業までにもう一度開催されるので、今年の経験

を生かせるようにしたいです。 


